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宇宙線バリオン損傷研究とミュオン科学の新規研究開発を展開

精密紫外線撮像技術の宇宙探査への応用研究
湾曲型MCPの開発

MCPの性能向上を通して宇宙からの紫外観測技術を向上させ，
惑星の表層環境や系外惑星およびその主星をとりまくプラズマ環
境の解明につなげることを目的とする．具体的にはMCPの紫外線
検出効率（特にライマンアルファ線）を従来の2倍以上に向上さ
せる．さらに組立てから宇宙での長期間運用の間に性能を維持さ
せる仕組みを確立する．
比較的柔らかいガラスを主成分とするMCPの柔軟な加工性を利

用して，これまで常識とされていた平面ではなく，湾曲形状（図
１）の受光素子を開発して，光学性能向上につなげる（図２）．
本研究は地上の大型実験装置（加速器など）の研究チームと共同
で行ってきたMCP開発の成果[基盤B 20H04462]を，初めて宇宙
機へ応用するものである．

世界最高感度の光量子撮像素子（T-MCP）を用い, 素粒子から宇宙に
至るマルチスケールに対応した２D撮像技術を確立.
地球外生命の探索を視野に入れた深宇宙探査技術の高度化，超低速ミ
ュオンおよびミュオニウムの高感度撮像などの極限量子計測に挑戦.

新たなサイエンスの創出と産業界への応用を以下の分野から目指す
【宇宙惑星探査】収差補正した湾曲型MCPを新規開発．
【量子ビーム技術】宇宙線バリオン損傷とミュオン科学を展開
【検出素子】光子/中性子/ミュオン/イオンへの検出効率100%を実現.

材料や半導体の宇宙線／放射線損傷の新評価手法の開発などの産業界
への展開
コインシデンスと二次イオン質量分析手法を組み合わせ，巨大産業で
ある分析業界への質的変革を実現

図2：湾曲型MCPと従来型を用いた場合の光学設計の比較

最高性能MCP利用中性子TOFイメージングによる宇宙線バリ
オン損傷研究の開拓

宇宙線陽子ならびに中性子（以下，宇宙線バリオン）は，宇宙天体物質
の変質，物質・材料の放射線損傷，半導体デバイスエラーの原因である．，
最高性能MCP利用中性子TOFイメージングにより，宇宙線バリオン損傷を
研究する革新研究分野を開拓することである．具体的には，超高強度放射
線場に宇宙線照射模擬試料を設置し，リアルタイムもしくは照射場外にお
いて，格子欠陥解析が可能なブラッグエッジ法と元素変換解析が可能な共
鳴吸収法（図3）により，試料の放射線損傷の初検出に挑戦する．

図３:中性子透過率TOFスペクトル

図1: 湾曲型MCP
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